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碑
いしぶみ

の記憶①

列島保全への課題
（番外編）

津
波
被
災
地
に
残
る
「
先
人
の
想
い
」両

石
海か

い

嘯し
ょ
う

記
念
碑

　
東
日
本
大
震
災
は
、
人
口
密
集

地
で
建
物
や
橋
が
倒
壊
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
、
山
の
斜
面
崩

壊
で
地
域
が
分
断
孤
立
し
た
新
潟

県
中
越
地
震
に
対
し
、
地
震
に
よ

る
大
津
波
が
沿
岸
部
を
壊
滅
さ
せ

た
「
津
波
型
」
災
害
だ
。
東
北
地

方
は
過
去
何
度
も
大
津
波
に
襲
わ

れ
、
東
北
各
地
に
は
、
悲
劇
を
忘

れ
ず
後
世
に
伝
え
た
い
と
の
願
い

を
込
め
て
建
て
ら
れ
た
「
津
波
記

念
碑
」
が
多
数
残
る
。
い
し
ぶ
み

碑
が
語
り
伝
え
る
先
人
の
想
い
を

次
号
か
ら
「
碑

い
し
ぶ
みの
記
憶
」
で
連
載

す
る
。

　「
契ち

ぎ

り
き
な
　
か
た
み
に
袖
を

絞
り
つ
つ
　
末
の
松
山
　
浪
こ
さ

じ
と
は
」（
清
原
元
輔
）

　
百
人
一
首
に
あ
る
有
名
な
歌
。

末
の
松
山
は
仙
台
市
と
塩
釜
市
の

間
の
多
賀
城
市
に
あ
る
。
８
６
９

年
（
貞
観
11
年
）
に
貞
観
津
波
が

襲
っ
た
際
、
末
の
松
山
は
津
波
が

越
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。「
千
年

に
一
度
」
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大

震
災
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の

が
貞
観
津
波
で
、
以
後
も
津
波
は

何
度
も
東
北
を
襲
っ
た
。

　
明
治
以
降
東
日
本
大
震
災
の
前

ま
で
で
、
甚
大
な
被
害
が
出
た
津

波
は
明
治
三
陸
地
震
津
波
（
明
治

29
年
６
月
）
／
昭
和
三
陸
地
震
津

波
（
昭
和
８
年
３
月
）
／
チ
リ
地

震
津
波
（
昭
和
35
年
５
月
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
青
森
・
岩
手
・
宮
城

３
県
の
「
津
波
石
碑
」
に
関
す
る

調
査
で
、
主
に
こ
の
３
大
津
波
に

関
し
て
残
る
石
碑
は
、
３
１
７
基

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
３
県
の
津
波
石
碑
の
う
ち
、
碑

文
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
は
１
９

８
基
あ
り
、
碑
文
が
後
世
に
伝
え

る
の
は
、
61
％
が
津
波
の
予
兆
、

　
長
文
の
漢
文
を
刻
ん
だ
「
両
石

海か
い

嘯し
ょ
う

記
念
碑
」
を
読
ん
で
み
る
。

海
嘯
と
は
津
波
の
こ
と
で
あ
る
。

《
碑
文
の
意
訳
》

　
こ
の
碑
は
い
つ
か
無
く
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
恨
み
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
た
と
え
（
碑
が
）
雨

に
洗
わ
れ
、
苔
に
蝕
さ
れ
、
文
字

が
磨
り
減
ろ
う
と
も
、
津
波
被
害

を
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
と
し
て
子

孫
に
伝
え
よ
。

　
明
治
29�
年
6�

月
15�

日
の
津
波

災
害
は
三
陸
沿
海
百
里
の
地
に
及

ん
だ
。
両
石
一
村
で
も
荒
れ
狂
う

大
波
の
中
で
７
９
０
人
が
命
を
落

と
し
、
生
き
延
び
た
者
わ
ず
か
２

０
４
人
と
い
う
痛
ま
し
い
も
の
だ

っ
た
。
強
い
石
弓
を
も
っ
て
海
水

を
射
て
も
海
の
神
の
力
を
封
じ
る

こ
と
は
難
し
く
、
今
も
っ
て
死
ん

避
難
、
居
住
場
所
に
関
す
る
教
訓

を
刻
印
し
、
38
％
は
悲
惨
な
被
害

状
況
を
刻
み
込
ん
で
い
る
。

　
教
訓
が
刻
印
さ
れ
た
碑
を
見
る

と
、「
地
震
が
あ
っ
た
ら
油
断
す

る
な
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い

所
に
集
ま
れ
」「
津
波
に
追
わ
れ

た
ら
高
い
所
に
上
が
れ
」「
こ
こ

よ
り
低
い
所
に
家
を
建
て
る
な
」

な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
津
波
石
碑
の
象
徴
的
な
例
が
、

３
大
津
波
の
都
度
大
き
な
被
害
を

受
け
続
け
た
岩
手
県
釜
石
市
両
石

町
に
見
ら
れ
る
。

　
両
石
地
区
は
狭
く
細
長
い
谷
と

岩
石
海
岸
か
ら
な
り
、
Ｖ
字
谷
の

た
め
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
し

や
す
い
地
形
。
こ
の
た
め
明
治
三

陸
地
震
津
波
と
昭
和
三
陸
地
震
津

波
で
全
滅
に
近
く
被
災
し
、
チ
リ

地
震
津
波
で
も
湾
正
面
の
家
屋
は

１
戸
を
除
い
て
全
半
壊
ま
た
は
流

失
と
い
う
大
被
害
を
受
け
た
。

　
谷
が
深
い
地
形
で
移
動
に
適
し

た
場
所
が
少
な
く
、
明
治
三
陸
地

震
津
波
後
は
高
地
移
転
し
な
か
っ

た
。
再
び
全
滅
近
い
被
害
を
受
け

た
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
後
、
高

地
移
転
を
実
施
。
地
盤
高
７
㍍
以

上
の
山
地
を
切
り
崩
し
、
90�

戸

の
移
転
先
を
４
カ
所
に
分
散
し
て

確
保
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ま

た
、
分
家
や
移
住
者
が
低
地
に
定

着
し
始
め
、
チ
リ
地
震
津
波
で
被

災
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
の
東
日
本
大
震
災

だ
。
津
波
は
恋
の
峠
近
く
ま
で
達

し
、
こ
れ
ま
で
の
津
波
を
超
え
る

浸
水
範
囲
と
な
り
、
高
地
移
転
地

の
家
屋
も
一
部
を
除
い
て
流
失
、

倒
壊
の
被
害
を
受
け
た
。

　
両
石
地
区
に
は
３
基
の
津
波
石

碑
が
国
道
45�

号
脇
に
並
べ
て
建

立
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
か
つ
て

の
津
波
到
達
点
で
、
津
波
除
け
の

標
石
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
も
石

碑
を
越
え
る
地
域
ま
で
達
し
、
津

波
除
け
の
標
石
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
が
、
現
在
は
、
今
回
の

津
波
到
達
点
、
恋
の
峠
上
り
口
付

近
に
３
基
並
ん
で
移
設
さ
れ
た
。

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

だ
者
の
恨
み
を
減
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
涙
に
く
れ
て
生
き
残
っ

た
者
は
、
文
を
刻
ん
で
弔
う
こ
と

で
冥
福
を
祈
る
。
石
は
小
さ
い
け

れ
ど
大
き
な
功
徳
で
あ
る
。
恨
み

は
消
え
去
っ
て
も
こ
の
碑
が
消
え

る
こ
と
は
な
い
。

　
一
切
は
掃
き
尽
く
さ
れ�

あ
ち

ら
こ
ち
ら
に�

青
い
波
が
広
々
と

広
が
り�

墓
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い

　
生
死
の
岸
を
離
れ�

底
な
し
の

船
に
棹
差
し�

土つ
ち
く
れ塊
は
暗
く�

月
は

明
る
く
海
は
果
て
し
な
い

　
◇
　
　
◇

　「
両
石
海か

い

嘯し
ょ
う

記
念
碑
」
は
明
治

35
年
７
月
と
あ
り
、
横
に
は
別
の

「
海か

い

嘯し
ょ
う

記
念
碑
」、
さ
ら
に
昭
和

８
年
３
月
３
日
と
刻
ん
だ
「
津
浪

記
念
碑
」
が
並
ぶ
。
碑
に
は
象
徴

的
に
こ
う
刻
ま
れ
て
い
る
。

大
地
震
の
後
に
は
津
浪
が
來
る

�

美
彦

参
考
資
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国
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方
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ホ
ー
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ペ
ー
ジ

「
津
波
・
被
害
・
津
波
石
碑
情

報
ア
ー
カ
イ
ブ
」
よ
り

両
石
海
嘯
記
念
碑

明
治
三
十
五
年
七
月

北
海
居
士
廣
田
忠
蔵
撰
并
書

海
嘯
記
念
碑

従
三
位
伯
爵
南
部
利
恭
出
書
画

明
治
二
十
九
年
六
月
十
五
日

昭
和
八
年
三
月
三
日

津
浪
記
念
碑

大
地
震
の
後
に
は
津
浪
が
來
る

�

美
彦

恋
の
峠
上
り
口
付
近
に
集
め
ら
れ

た
両
石
地
区
の
３
基
の
津
波
石

碑
。高
架
橋
は
自
動
車
専
用
道
路
、

土
手
の
上
の
道
路
が
国
道
45�

号

６

原鶴
布木�昌行�駅長

　博多の奥座敷原鶴温泉郷に隣接する福

福岡県朝倉市杷木久喜宮 1663-1
国道 386 号 　TEL.0946-63-3888

岡県内の道の駅１号店で、週末、祭日の来館者は
福岡、北九州を主に約65％が市外の都市圏から。‘フ
ルーツの町’ だけあって、特産の「富有柿」をは
じめ果物や加工品がたくさん並び、この時期は特
に柿を求めるお客様がいっぱいです。

ハピネスふくえ
恩村�春夫支配人

　歴史の町萩から15分、山里のステー

山口県萩市福井下 4014-2
山口県道 11 号　　TEL.0838-52-0356

ションです。新鮮野菜が1年中楽しめる「ふれあ
い市場」では特に、福祉型農業のバックアップを
目指し、高齢者の生きがいと健康維持を兼ねた野
菜作りに励んでもらっています。ブランドものの
長萩和牛・むつみ豚、閲兵餅も人気上昇中です。

寒河江
犬飼�弘一 駅長

　東北最大規模を誇る道の駅で、通称

山形県寒河江市八鍬字川原 919 － 6
国道 112 号　　TEL.0237-86-1818

「チェリーランド」。山形県内各地の名産品が揃う
チェリーランドさがえ、果物狩りを案内するさく
らんぼ会館、トルコ館、河川敷公園などがありま
す。土産物はさくらんぼ関連商品がお薦めで、Ｊ
Ａのアイスやトルコのドネルケバブも人気です。

表 1　津波石碑の分布

県名 明治津波
（明 29）

昭和津波
（昭 8）

明治・
昭和津波

チリ津波
（昭 35）

その他・
不明 計

青森 0 7 0 0 1 8
岩手 113 83 11 8 10 225
宮城 7 62 3 6 6 84
計 120 152 14 14 17 317

表 2　碑が語る教訓の分類
分類項目 説明 石碑の数 割合

教訓
予兆 津波襲来の前兆現象を警告 123 基 36％
避難 避難の方法を訓示 57 基 17％
居住 居住場所に関する戒めを訓示 31 基 9％

記録 津波被害の悲惨な様子を記録 131 基 38％
美談 救護活動への尽力復興への努力を称賛 2基 1％

延べ 344 基（実数 198 基）100％

書

出典：津波工学研究報告第 18 号（2001 年）他




